
「とちぎの元気な森」を次の世代に引き継ぐために                       

 

 

                     写真：きのこの栽培体験 

（鹿沼市入粟野：栃木県 21 世紀林業創造の森）       

－とちぎ「森の楽校」事業－ 

  

  特集 平成２２年度「とちぎの元気な森づくり県民税」 

事業の概要 
      

  森のなかまたち 第５回  森の中の女王 キヌガサダケ 

                   

 「キヌガサダケ」は主に竹林に発生するきのこで、

白いドレスをまとった美しい姿から「きのこの女王」

と呼ばれています。きのこは菌蕾という卵状のものか

ら発生し、成長が始まると数時間で完全に成長します。

 見た目とは裏腹に女王様からは異臭が放たれます。

傘の部分のグレバという胞子を含む場所から臭いを放

ち、虫を誘引して胞子の分散を行うためです。 

 中華料理では高級食材として扱われ、その独特なシ

ャリシャリとした食感から、高い人気を集めています。



森　を　育　む　人　づ　く　り
県民の皆さんが広く森づくりに参加できるよう支援します。

森とのふれあいや木を使うことを通じ森林の大切さを普及啓発します。

　 森林・林業・森林ボランティアに関す
る様々な情報を収集、発信する「とちぎの
森づくり」ホームページを開設し、森づく
り活動のコーディネートやサポートを行い
ます。
　企業等の森づくり活動を支援します。

とちぎ森づくり
情報センター事業

元気な森を育む
木の良さ普及啓発事業

　森林に親しんだり、森づくり活動を行う人材の育成を図るための
体験講座を開催したり、子どもたちの森林環境学習のための資料作
成や指導者育成などを行います。

p://www.pref.tochigi.lg.jp/eco/shinrin/zenpan/1202345320422.html）

とちぎの元気な森づくり県民会議事業

元気な森づくりの日記念森づくり体験活動
（森づくり推進部会活動）

県が実施
します

特色ある緑豊かな地域推進事業

   公共オープンスペースでの木材利用、
公共施設の木造・木質化や地域における
木の良さ普及活動などを支援します。

木の香る環境づくり支援事業

　 市や町が行う、市民やボランティアを対象とした森づ
くり活動、子どもたちの森林環境学習などを支援しま
す。

森づくり活動地域支援事業

   名木保全や広域的な森づくり活動な
ど住民のニーズに即した地域の創意工
夫を凝らした特色ある取組を支援しま
す。

特色ある緑豊かな地域推進事業

とちぎの森づくり

市や町が
実施します

http://mori.ecomori-tochigi.jp
検 索

下刈り作業（県民の森）

   奥山林整備で発生した間伐材を活用
し、小中学校への学習用机・椅子の提供
や、多くの県民が利用する施設への木製
ベンチの配布を行います。

とちぎ「森の楽校（がっこう）」事業

   県内各界の団体や一般公募者等によ
り設立された「とちぎの元気な森づく
り県民会議」では、森づくり推進・木
づかい推進・普及啓発の３つの部会を
中心に、森づくり体験活動や木工教室
など県民の皆さんに参加いただける身
近な活動を通じて、県民協働の森づく
りを推進しています。
　◆イベントの開催は随時ＨＰ等で御案内
　　します。
　◆活動状況等については、情報誌
　　「とちぎの元気な森づくりＮＥＷＳ」
　　で紹介しています。
　　（バックナンバーは下記のサイトでご覧いただけます。

　　htt（林業振興課）

（地球温暖化対策課） （地球温暖化対策課）指導者研修（木工工作）

大田原市立黒羽中学校

（森林整備課）

（自然環境課）

 
　 希少な野生動植物などが生息・生
育する自然環境や優れた自然景観を
保全したり、自然とのふれあい機能
を向上させるために、地域が将来ま
で守り育て残したい里山林を整備・
管理します。

    藪の刈り払い、樹木植栽、歩道整
備、標識設置、整備後（４年以内）
の管理など

【実施内容】

 　野生獣被害が発生したり、発生
する恐れのある田畑などに隣接す
る里山林等を整備し、
野生獣を人里に
近づけないよう
にします。

　
　獣害が発生したり、発生する恐
れのある田畑などに隣接する里山
林にある不要木の除去や藪の刈り
払い、整備後（４年以内）の管理
など

　 実施森林は、整備協定締結に
よって、土地転用の禁止等の保
全措置がとられます。
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        平成２２年度定期総会が開催されました 
 

       ５月１８日（火）、県庁東館４階講堂で平成２２年度とちぎの元気な森づくり県民

会議定期総会が開催されました。 

 平成 21 年度の活動・収支決算報告、平成２２年度の活動計画（案）・収支予算（案）

について承認されたほか、役員の改選があり以下のとおり選任されました。 
■会長：須賀英之 宇都宮共和大学学長（再任） 

■副会長（森づくり推進部会長）：髙村正勝 栃木県森林組合連合会代表理事会長（再任） 

■副会長（木づかい推進部会長）：山口武夫 栃木県木材業協同組合連合会理事長（再任） 

■副会長（普及・啓発部会長） ：荒井憲志 （社）栃木県緑化推進委員会理事長（再任） 

■監事：岡部正英 栃木県市長会副会長（新任）、若度哲久 栃木県 PTA 連合会会長（再任） 

 

              また、「企業等による森づくり推進事業」の県第１号

で「トラックの森」づくりに取り組んでいる（社）栃木

県トラック協会、太陽光・風力などの自然エネルギー分

野がご専門で、「とちぎ環境立県戦略」の策定に座長と

してご尽力いただいた牛山泉 足利工業大学学長に新た

に県民会議にご参画いただくことが報告されました。 

 

今後とも３つの部会を中心に、県民の皆さんが身近に取り組める活動を通じて森林

や森づくりの大切さを広く PR していきますので引き続きご協力をお願いします。 
 

 

県民の日記念イベントにおいて、 

               「木工教室」を開催！ 
 

６月１５日（火）に、栃木県庁において開催 

された県民の日記念イベントにおいて、木工教 

室を実施しました。  

プランターと小物入れのキットを５0 セット 

ずつ準備し、木工工作を楽しんでいただきまし 

た。用意したキットすべてが、お昼にはなくな 

ってしまうほど、大盛況でした。 

 木のぬくもりや、ものをつくることの楽しさ 

を実感していただくとともに、「とちぎの木を使 

うことが、栃木県の森林を元気にする」ことを 

学んでいただきました。 

  

  
何年かぶりに、釘を打ちました。

自分で作ったものですので、大切

に使っていきたいです。 

-�-



- 6 -

                          
       

２０１０マロニエメイツの任命式が行われました！ 

 
      みどりづくりや環境緑化の普及啓発活動を行い、また、

栃木県のイメージアップ活動に参加するため選考され

たマロニエメイツ３名の任命式が、４月５日（月）、栃

木県議会議長室で行われました。

      （社）栃木県緑化推進委員会会長である野田県議会議

長から任命書の交付を受け、励ましのことばをいただい

た３人は、「県土緑化の推進とふるさととちぎのイメー

ジアップのため、一生懸命活動します。」と誓いを新た

にしました。          

                    
                 

県ホンダ会と 

「とちぎの元気な森づくりの推進に関する協定」を締結しました！ 
 

  ホンダ車を販売する県内４６拠点で組織する栃木県ホンダ会と県は、昨年度に引

き続き「とちぎの元気な森づくりの推進に関する協定」を締結しました。

  昨年度の協定（県内のホンダ車販売拠点での１年間の新車売り上げ１台につき

100 円を「とちぎの元気な森づくり基金」に寄附するもの）に基づく 1,561,200

円の寄附の贈呈とあわせて、４月１９日（月）に今年度の協定締結式を行いました。

                    今年度の協定では、栃木県ホンダ会が森

林の保全・整備活動に積極的に参加いただ

くことが新たに加えられました。 

県が昨年１１月に策定した「とちぎ環境

立県戦略」のリーディングプロジェクトの

一つである、とちぎの元気な森づくりプロ

ジェクトにも「企業等との協働による森づ

くりの推進」が掲げられています。地球と

人にやさしい“エコ・とちぎ”の実現に向

け、今後とも皆さんの積極的な森づくりへ

の参画をお願いいたします。 

左側：生出悠子さん

中央：高根澤紘子さん

右側：中本紀子さん

マロニエメイツは、１年間

の任期中、各地で行われる

苗木配布会をはじめとす

る、各種緑化普及啓発活動

に参加します！
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栃木県植樹祭が塩谷町で開催されました 
～はじめよう 緑を増やす その一歩～ 

 
県民が一体となったみどりづくりを展開する

ため、５月１５日（土）、塩谷町総合公園を会場

として栃木県植樹祭と、とちぎグリーンフェアが

開催されました。

         植樹祭では、緑化功労者の表彰、ベニバナトチ

ノキなどの記念植樹が行われたほか、「とちぎカ

ーボンオフセット制度」の第１号認証として、

（社）栃木県トラック協会への証書授与が行われ

ました。

         とちぎグリーンフェアでは、塩谷町内の名木

100 選をめぐるバスツアーが実施されました。

また、植樹祭に参加した約 80 名の緑の少年団の

みなさんには、「とちぎの元気な森づくり県民税」

を活用した「マイはし作り」を体験していただき

ました。 

        

 

税事業評価委員会の現地調査が実施されました 
 

  とちぎの元気な森づくり県民税により実施する事業の透明性・公平性を確保する

とともに事業の推進に必要な事項を検討するため、とちぎの元気な森づくり県民税事

業評価委員会（委員長：笠原義人 宇都宮大学名誉教授）を設置しています。 

  

評価委員会では、６月 14 日（月）、昨年度から 

新たに取り組んだ事業の実施箇所を中心に現地調査 

を実施しました。 

宇都宮市の「もったいないの森長岡」では特色あ 

る緑豊かな地域推進事業、那須塩原市では奥山林の 

獣害対策、大田原市ではピアートホール近辺の里山 

林の整備と黒羽中学校の元気な森を育む木の良さ普 

及啓発事業（奥山林の間伐材を使った机・いすの配 

布）の実施状況を調査しました。 

この現地調査を含め３回の評価委員会において、 

平成 21 年度の事業の評価が行われ、その結果を９ 

月に公表する予定です。評価結果については、本紙 

でもお知らせしていきます。 
 

－評価委員会について詳しくは県ＨＰをご参照ください－ 

トップ（環境）＞森林緑化＞とちぎの元気な森づくり県民税事業評価委員会 

奥山林の獣害対策で使用しているネッ

トについて説明を受ける委員 
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    元気な森づくり伝言板  
 

★「第 25 回林業センター公開デー」を開催します★                  
～あなたが主役、 とちぎの元気な森づくり～ 

 

   森林・林業・林産業に関する試験研究を県民の皆様に知っていただくとともに、 

二酸化炭素を吸収・固定するなどの森林の公益的機能や県民協働の森づくりを進 

めることの大切さ、また、本県の優れた自然環境を保全する意義などへの理解を 

深めていただくことができます。 

 

  ■ 日 時 平成 22 年 8 月 21 日（土）10 時～15 時 

  ■ 場 所 栃木県林業センター（宇都宮市下小池町 280 ℡ 028-669-2211） 

■ 主なイベント 研究施設の公開、林業機械の試乗体験、木材強度試験デモンストレーション、   

緑化樹苗木・しいたけ原木プレゼント、“とちぎのこ”（ハタケシメジ）の試食、 

木工教室、森のコンサート、森のクイズラリー、緑のウルトラクイズ  など 

   

 

★森林環境学習にご活用ください★ 

～「とちぎの森林・自然環境 改訂版」を発行しました～ 
 

   県は、小・中学生向け森林環境学習教材「とちぎの森林・自然環境 改訂版」 

を発行しました。栃木県内のみどりや自然の最新事情がわかりやすく掲載され 

ています。ぜひ、学習にご活用ください。 

 

■ Ａ４カラー、２４頁 

■ 内容 

 栃木県の森林、代表的な樹木、森林のはたらき、 

 「林業」ってなあに？、栃木県の林業、「木」のことを知ろう！、 

森林はなぜ大切なの？、森林や自然環境を守ろう 

  ■ 県ホームページ www.pref.tochigi.lg.jp/eco/shinrin/zenpan/ 

 

 

★子どもたちの木工工作コンクール 作品募集★                 
■応募資格 

・栃木県内の小中学校の児童・生徒を対象とし、次の３部門別に募集します。 

     応募は学校単位とし、１校当たり各部門１０点以内としてください。 

     ①小学校低学年の部 ②小学校高学年の部 ③中学校の部 

  ■募集期間及び応募方法 

    ・募集期間：平成２２年９月１０日(金)まで 

    ・応募方法：栃木県木材需要拡大協議会 

     TEL０２８－６５２－３６８７までお電話ください。 

           (参加申込関係書類を学校に送付いたします) 

  ■その他 ・作品の大きさなどの条件がありますので、詳しくは上記の 

        応募先にお問い合わせください。              平成２１年度全国コンクール 

       ・作品展示会が、わくわくグランディ科学ランド(宇都宮市)で    林野庁長官賞受賞作品 

        ９月１８日～２５日（２５日は午前のみ）に開催されますの （那須塩原市立高林小学校５年生(当時）） 

で、皆様ご来場ください。                  

         
編集・発行 とちぎの元気な森づくり県民会議 平成２２年７月発行 

（事務局 宇都宮市塙田 1-1-20 栃木県環境森林部内 ℡ ０２８－６２３－３２９７） 

「とちぎの元気な森づくりＮＥＷＳ」は、「とちぎの元気な森づくり県民税」により発行されています。 

楽しみながら学

習できます！夏

休みの宿題もバ

ッチリ！ 

ご家族みなさん

でご来場くださ

い！ 


